
 

10-1 

第 10 章 文化財の保存・活用の推進体制 
 

１ 計画の推進体制 

 

本計画の推進にあたっては、本計画のために組織した庁内検討会で関係課との連絡・調整・

進捗確認などを行います。また、関係課は、それぞれの分野において各種団体や市民などと協

働で保存・活用を進めます。 

保存・活用を推進するためには、保存を行う関係者と活用を進める関係者は連携して行うこ

とが大切です。必要に応じて行政はその連携の調整を行います。 

計画を進めるにあたり、博物館や大学などの専門機関、富士宮市文化財保護審議会委員など

の学識者に相談し、助言を受けるとともに、国や県に報告・相談し指導・助言のもと、バラン

スの取れた保存と活用を目指します。 
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上記の体制において関わる主な組織・団体などは以下のとおりです。 

 

表 10-1 主な組織団体など 

組織 主な連携内容 

庁
内
の
関
連
部
局 

企画部 

企画戦略課 

地域政策推進室 

上位計画となる富士宮市総合計画、地域活性

化、自転車活用、ふるさと納税など 

富士山世界遺産課 
世界遺産富士山の普及啓発・活用、富士山基

金、神田川・浅間大社周辺の市有地整備事業 

広報課 広報ふじのみやの発行など情報発信 

産業振興部 

観光課 
富士山・田貫湖の環境維持、観光施策、まつ

り、中心市街地公共サイン整備 

商工振興課 商店街や浅間大社周辺の活性化 

農業政策課食のまち推進室 市内の食に関すること 

環境部 

環境企画課環境エネルギー室 しずおか遺産の構成文化財に関すること 

花と緑と水の課 

湧水・地下水の保全管理活用、小田貫湿原の

維持管理、ふるさと文化財の森、自然公園法

に関すること 

都市整備部  

河川課 治山・治水事業、用水路など 

都市計画課 
良好な景観の維持、朝霧地区景観形成ワーク

ショップなど 

都市整備課 中心市街地公共サイン整備 

道路課 無電柱化に関すること 

市民部  
北山出張所 北山用水運営協力委員会の事務 

上井出出張所（根原区財産区） ふるさと文化財の森の維持・普及・啓発 

保健福祉部 福祉企画課 戦没者に関すること 

危機管理局 
富士山周辺の自然災害への対策、伝承に関す

ること 

消防本部 予防課 文化財防火デーに関すること 

教育委員会 

学校教育課 富士山学習など 

社会教育課 
地域の歴史文化に関する社会教育・生涯学習

事業 

文化課 

（課長兼市史編さん室長兼埋蔵文化

財センター所長 1 人） 

学術文化財係（4 人 うち学芸員 2 人） 

 指定文化財の保存活用、史跡整備など 

市史編さん室（2 人 うち学芸員 1 人） 

 市史編さん 

埋蔵文化財センター（3 人 うち学芸員 3 人） 

 埋蔵文化財の保護及び発掘調査 

中央図書館 富士山関係資料収集・公開 

 
組織 主な連携内容 

国
・
静
岡
県 

文化庁  

国土交通省富士砂防事務所 富士山砂防事業 

静岡県スポーツ・文化観光部文化財課 県内の国・県指定文化財の保存・活用 

静岡県スポーツ・文化観光部富士山世界遺産課 世界遺産「富士山」の保存・活用 

静岡県立美術館 
絹本著色「富士曼荼羅図」・県指定「富士浅

間曼荼羅」の利活用 
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組織 主な連携内容 

国
・
静
岡
県 

ふじのくに地球環境史ミュージアム 湧玉池調査 

静岡県富士山世界遺産センター 
世界遺産「富士山」の構成資産調査、巡礼路

調査 

静岡県埋蔵文化財センター 市内埋蔵文化財調査 

静岡県立中央図書館 「浅間大宮司富士氏文書」の利活用 

 
組織 主な連携内容 

所
有
者
・
各
種
団
体 

主に保存・

管理に関わ

る団体 

根原区 ふるさと文化財の森保存団体（火入れなど） 

史跡富士山管理運営委員会（山宮） 山宮浅間神社案内所及び史跡の管理など 

村山浅間神社管理運営委員会 村山浅間神社案内所及び史跡の管理など 

人穴区第 1 町内会 人穴富士講遺跡案内所及び史跡の管理など 

大鹿窪区 大鹿窪遺跡の草刈り、大鹿館の管理運営 

大鹿窪遺跡友の会 大鹿窪遺跡の活用、管理 

富士宮囃子保存会 県指定無形民俗文化財の保存団体 

流鏑馬保存会 市指定無形民俗文化財の保存団体 

火伏念仏保存会 市指定無形民俗文化財の保存団体 

富士山本宮浅間大社 重要文化財所有者 

大石寺 重要文化財所有者 

西山本門寺 重要文化財所有者 

北山本門寺 重要文化財所有者 

その他文化財所有・管理者 文化財保存管理 

東京発電株式会社 芝川水域の水力発電所管理、しずおか遺産 

富士宮市区長会連合会（各自治会） 
地域の行事や文化財の保存など、世界遺産の

まちづくり 

地域の神社氏子会など 神社などの管理運営 

北山用水運営協力委員会 北山用水の運営管理への協力 

富士山の自然を守る会 富士山の自然保護、世界遺産のまちづくり 

白糸ノ滝等保全対策協議会 白糸ノ滝保全 

主に活用に

関わる団体 

富士山世界遺産ガイド 
世界文化遺産富士山の富士宮市の構成資産の

案内 

富士宮市地域女性連絡会 
富士宮の昔話や伝承について大型紙芝居を作

成し実演 

富士宮市郷土史同好会 郷土史研究、世界遺産のまちづくり 

芝川郷土史研究会 郷土史研究 

主に観光に

関わる団体 

公益社団法人富士宮市観光協会 観光全般、世界遺産のまちづくり 

富士宮市観光業連絡協議会 観光全般、世界遺産のまちづくり 

富士宮市観光ガイドボランティアの会 観光案内、世界遺産のまちづくり 

富士山表富士登山組合 富士登山、世界遺産のまちづくり 

白糸の滝観光組合 白糸ノ滝観光 

主に産業に

関わる団体 

富士宮商店街連盟 中心市街地活性化、世界遺産のまちづくり 

富士養鱒漁業協同組合 しずおか遺産、ニジマス 

富士伊豆農業協同組合富士宮地区本部 農畜産物など特産品、世界遺産のまちづくり 

富士宮商工会議所 世界遺産のまちづくり 

地域の文化

財活用団体 

朝霧高原活性化委員会 朝霧地区景観など 

柚野の里縄文祭り実行委員会 大鹿窪遺跡活用 
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組織 主な連携内容 

所
有
者
・
各
種
団
体 

まちづくり

団体 

富士宮青年会議所 世界遺産のまちづくり 

NPO 法人まちづくりトップランナーふ

じのみや本舗 
世界遺産のまちづくり 

富士宮高校会議所 高校生との連携、文化財活用 

その他 

富士宮市ＰＴＡ連合会 小中学生との連携、文化財活用 

富士宮市国際交流協会 世界遺産のまちづくり 

一般財団法人 地球の石科学財団 奇石

博物館 
溶岩・地質分析 

静岡大学 市内の歴史・文献調査 

静岡県文化財保存協会 研修・情報交換 

全国史跡整備市町村協議会東海地区協

議会 
研修・情報交換 

 

２ 本計画の作成の体制と経過 

 

表 10-2  富士宮市文化財保存活用地域計画協議会 

No. 氏 名 職 名 選出基準 

1 小笠原 永隆 

帝京大学 観光経営学科 教授、（仮

称）富士宮市郷土史博物館構想検討委

員会委員長（Ｒ3） 

歴史及び文化財に関し識見を有する者 

2 西田 かほる 

静岡文化芸術大学 文化政策学部 

教授、富士宮市市史編さん委員会委員

（Ｒ2～） 

歴史及び文化財に関し識見を有する者 

3 小西 英麿 富士山本宮浅間大社 宮司 文化財の所有者 

4 石田 寛二 富士宮市観光協会 副会長 観光関係団体の代表者 

5 角入 一典 富士宮商工会議所 副会頭   商工関係団体の代表者 

6 菊池 吉修 静岡県文化財課 課長代理 関係行政機関の職員 

7 佐野 和也 富士宮市企画部企画戦略課 課長 関係行政機関の職員 

8 井出 泰弘 富士宮市郷土史同好会 代表 
その他教育委員会が必要と認める者 

（歴史文化関係団体代表者） 

9 

藁科 元成 

村松悦雄(Ｒ6) 

佐野順一(Ｒ5) 

富士宮市区長会連合会 代表 
その他教育委員会が必要と認める者 

（富士宮市区長会連合会代表者） 

10 中山 實 
富士宮市観光ガイドボランティア代

表 

その他教育委員会が必要と認める者 

（文化財活用市民団体） 

11 高柳 洋子 富士宮市地域女性連絡会 代表 
その他教育委員会が必要と認める者 

（文化財活用市民団体） 

12 諸星 桜 

富士宮市ＰＴＡ連合会 代表 

（仮称）富士宮市郷土史博物館構想

検討委員会委員（Ｒ3） 

その他教育委員会が必要と認める者 

（富士宮市ＰＴＡ連合会推薦者） 

13 斎藤 愛 公募市民 
その他教育委員会が必要と認める者 

（公募市民） 

14 望月 千尋 公募市民 
その他教育委員会が必要と認める者 

（公募市民） 
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表 10-3 富士宮市文化財保護審議会 

No. 氏 名 職 名 選出基準 

1 芦澤 幹雄 元芝川町文化財保護審議会委員 郷土史 

2 伊藤 昌光 元富士宮市学芸員 古文書・富士山信仰 

3 佐野 湛要 北山本門寺 布教伝導部 重要文化財管理 

4 北垣 俊明 奇石博物館副館長 天然記念物(地質・鉱物) 

5 
小西 英麿 

甲田吉孝（Ｒ5） 
富士山本宮浅間大社宮司 重要文化財管理 

6 佐藤 政幸 元富士市環境アドバイザー 天然記念物(植物) 

7 建部 恭宣 元日本建築専門学校教授 建造物 

8 堀部 正円 妙蓮寺本妙坊住職 重要文化財管理(大石寺) 

9 本間 裕史 西山本門寺 大詮坊住職 重要文化財管理 

10 馬飼野 行雄 元富士宮市学芸員 考古 

11 松田 香代子 愛知大学非常勤講師 民俗・無形民俗文化財 

12 渡井 一信 元富士宮市学芸員 民俗・郷土史 

 

事務局 教育委員会文化課 

 
令和 4 年度 

（2022） 

令和 5 年度 

（2023） 

令和 6 年度 

（2024） 

令和 7 年度 

（2025） 

文化課 

学術文化財係 

課長 深澤哲治 

主幹兼係長 中野香織 

学芸員 髙橋菜月 

課長 深澤哲治 

主幹兼係長 中野香織 

学芸員 髙橋菜月 

課長 中野香織 

係長 渡邊俊太 

学芸員 髙橋菜月 

課長 中野香織 

係長 渡邊俊太 

学芸員 髙橋菜月 

 

作成の経過 

年度 日程 会議名 

令和 4 

（2022） 

1/12 文化庁協議 

令和 5 

（2023） 

4/19 富士宮市文化財保護審議会 

6/24・7/1 ワークショップ（全 2 回） 

8/15 庁内検討会 

8/24 第 1 回 富士宮市文化財保存活用地域計画策定協議会 

9/14 富士宮市文化財保護審議会 

9/19 文化庁協議 

11/9 文化庁現地視察 

10/31～12/14 文化財保存活用地域計画地域説明会（公聴会） 

2/15～2/29 市政モニターアンケート 

1/10 庁内検討会 

1/19 富士宮市文化財保護審議会 

2/9 第 2 回 富士宮市文化財保存活用地域計画策定協議会 

令和 6 

（2024） 

5/27 文化庁協議 

7/22 庁内検討会 

8/26 第 1 回富士宮市文化財保存活用地域計画策定協議会 

9/5 富士宮市文化財保護審議会 

9/10～30 市民アンケート（LINE） 

9 月～10 月 市民団体ヒアリング 

10/11 文化庁協議 

1/15 庁内検討会 
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年度 日程 会議名 

1/25 講演会・意見交換会 

1/27 第 2 回富士宮市文化財保存活用地域計画策定協議会 

2/6 富士宮市文化財保護審議会 

2/28 文化庁協議 

令和 7 

（2025） 

4/15～5/14 パブリックコメント 

6/27 庁内検討会 

7/7 第 1 回富士宮市文化財保存活用地域計画策定協議会 

7/11 富士宮市文化財保護審議会 

 


